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生活様式が大きく変わったＪＡや組合員の皆さまに贈る日本農業新聞

の読みどころ集です。「この１週間を振り返る」ため週刊でお届けします。
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東北・北海道地区道県連会長会は、米の需給対策に関し

て、それぞれ選出国会議員に緊急要請する統一行動を

決めました。米穀周年供給・需要拡大支援の拡充、水田

フル活用支援の財源・予算の確保、過剰在庫対策などが

柱。各道県中央会が月内に要請。東日本の米主産県が

需給安定に向けて本格的に始動します。 （8/17付2面）

新潟や福井など米主産地で、

2021年産の概算金が固まり、

前年より１～２割下げた設定

が中心です。コロナ禍で需

要が減退、需給緩和から判

断。ＪＡ全農にいがたは、ＪＡ

への仮渡金が「コシヒカリ」１

等60㌔1万2200円、前年比

で1800円下げました。業務

仕向け「こしいぶき」は、同

9800円で1900円下落。ＪＡ

福井県も生産者への概算金

は「コシヒカリ」１等１万５００

円で、同2700円の大幅下落

となりました。 （8/19付1面）

今週の記念日
★8月23日「油の日」 京都府大山崎町の離宮八幡宮は、てこを応用した油を搾る道具を発
明し、これが企業規模の搾油の始まりであり日本の製油発祥の地と言われています。離宮八
幡宮と油脂事業を展開するカネダ（東京）が共同で制定。日付は貞観元年（８５９年）８月２３日
に清和天皇の勅命により、九州にあった宇佐八幡宮が大山崎に遷宮されたことから。

＜日本記念日協会から＞
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停滞前線の影響で、九州から中四国地方にかけ記録的

な大雨が降り、各地で河川の氾濫や土砂崩れなどの被

害が発生。広島県安芸高田市では、2018年の西日本豪

雨の降水量を超え、佐賀県武雄市では六角川、福岡県

の筑後川などで氾濫が発生しています。 （8/15付1面）

産業用ロボットの精密モーターで世

界トップシェアを誇る安川電機とＪＡ

全農は、業務提携契約に基づきロ

ボット技術の農業分野への応用に取

り組んでいます。佐賀市でキュウリの

葉かき作業用と、北九州市でイチゴ

選果用ロボットの開発を進め、現地

実証を進めています。（8/18付2面）

日本農業新聞 東北支所 （秋田・宮城県普及担当） 高橋 完
休日に遠出ができない分、読書がはかどります。中国史小説が好きで、同じ本を何
度も読み返しています。今読んでいるのは宮城谷昌光さんの『奇貨居くべし』。秦の始
皇帝の父親との説もある呂不韋の一生を描く長編小説です。商人の子として生まれ、
自らも商いで財を成しますが、行政では黄河上流のやせた地質だった秦で、農業振興
に取り組んで成功します。農業の大切さを理解していたのだと思います。

農水省は環境負荷低減に向けた政策方針「みどりの食料システ

ム戦略」の実現に向け、新法を制定する方針を固めました。農薬

や化学肥料の削減、有機農業を広げる地域や農家を認定、税

制や融投資などで設備投資を支援。2022年度予算概算要求に、

技術の実証やモデル産地づくりを盛り込みます。 （8/18付1面）


